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は
じ
め
に

一
九
世
紀
末
以
降
、
欧
米
の
民
族
学
博
物
館
で
は
、
世
界
の
広
範
な
地
域
や

民
族
に
つ
い
て
の
資
料
収
集
・
展
示
が
活
発
化
し
、
日
本
部
門
も
設
け
ら
れ
は

じ
め
た
。
そ
の
際
の
日
本
人
お
よ
び
風
俗
の
紹
介
で
は
、
等
身
大
の
人
形
が
展

示
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
時
代
と
と
も
に
博
物
館
に
お
け

る
展
示
の
観
点
が
移
り
、
展
示
用
の
人
形
に
求
め
ら
れ
る
特
徴
も
変
化
し
た
。

欧
米
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
展
示
用
人
形
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
、
一
九
世
紀
後
半
は
生
人
形
師
に
よ
る
人
類
学
的
関
心
に
そ
っ
た
身
体
的

特
徴
を
捉
え
た
人
形
、
二
〇
世
紀
以
降
は
主
に
着
物
を
見
せ
る
た
め
の
風
俗
人

形
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
、
来
日
外
国
人
に

よ
っ
て
購
入
・
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
他
は
万
国
博
覧
会
の
日
本
の
出
品
物

が
、
会
期
終
了
後
に
現
地
で
寄
贈
・
売
却
さ
れ
た
も
の
な
ど
で
あ
る

0

。

本
稿
で
は
、
欧
米
の
博
物
館
に
現
存
す
る
等
身
大
の
人
形
で
、
特
定
可
能
な

制
作
者
の
う
ち
、
最
も
数
量
の
多
い
安
本
亀
八
に
注
目
す
る
。
す
で
に
特
定
さ

れ
て
い
た
作
品
は
一
点
で
あ
っ
た
が
、
調
査
に
よ
り
新
た
に
三
つ
の
博
物
館
の

五
点
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
財
界
人
が
博
物
館
の
展
示
改
善
の
た
め

に
積
極
的
に
関
与
し
、
安
本
亀
八
の
作
品
を
寄
贈
し
た
二
事
例
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
事
例
を
通
し
て
、
安
本
亀
八
の
生
人
形
か
ら
、
風
俗
人
形
お
よ

び
デ
パ
ー
ト
の
マ
ネ
キ
ン
へ
展
開
し
た
状
況
を
た
ど
り
、
作
品
の
特
徴
と
博
物

館
の
展
示
方
針
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

第
一
章
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
展
示
用
人
形
と
し
て
用

い
ら
れ
た
、
生
人
形
、
風
俗
人
形
の
範
囲
を
示
す
。
次
に
、
安
本
亀
八
の
歴
史

的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
初
代
亀
八
か
ら
の
生
人
形
師
と
し
て
の
伝
統
の
継
承

と
三
代
目
と
し
て
の
新
た
な
活
動
の
方
向
性
を
分
析
す
る
。
そ
の
後
、
欧
米
の

博
物
館
で
の
展
示
用
人
形
の
展
示
方
針
や
受
容
の
事
例
を
、
生
人
形
か
ら
風
俗

安
本
亀
八
の
風
俗
人
形

―
欧
米
博
物
館
へ
の
作
品
寄
贈
と
財
界
人
―

�

本
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人
形
へ
の
展
開
と
い
う
点
か
ら
考
察
す
る
。

続
い
て
、
日
本
人
が
博
物
館
で
の
展
示
改
善
を
求
め
た
二
つ
の
事
例
を
取
り

上
げ
る
。
第
二
章
で
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ブ
博
物
館
、
第
三

章
で
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
に
お
い
て
、
日
本
の
財
界
人
が

安
本
亀
八
の
作
品
を
寄
贈
し
た
経
緯
を
精
査
し
、
展
示
状
況
と
作
品
の
特
徴
と

の
関
連
、
さ
ら
に
寄
贈
者
の
国
際
交
流
へ
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
。

最
後
に
、
安
本
亀
八
の
人
形
の
特
徴
と
博
物
館
の
展
示
方
針
に
つ
い
て
総
括

を
お
こ
な
う
。

１　

安
本
亀
八
と
風
俗
人
形

１
―
１　

生
人
形
と
風
俗
人
形

博
物
館
の
等
身
大
の
展
示
用
人
形
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
風
俗
人
形
の
語
を

用
い
る
。
比
較
で
用
い
る
「
生
人
形
」
と
は
、
一
八
五
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇

年
代
、
等
身
大
の
木
彫
で
、
物
語
の
登
場
人
物
の
個
性
を
迫
真
的
に
表
現
し
人

気
を
博
し
た
見
世
物
興
行
お
よ
び
人
形
を
指
す
語
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
広
義
と
し
て
の
生
人
形
は
、
一
八
九
〇
―
一
九
三
〇
年
代
頃
に
、

生
人
形
と
同
様
に
胴
体
を
簡
略
化
し
た
手
法
で
制
作
さ
れ
た
、
国
内
外
の
博
覧

会
や
デ
パ
ー
ト
で
用
い
ら
れ
た
等
身
大
の
人
形
を
含
め
る
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
風
俗
人
形
」
と
し
て
扱
う
。
ほ
か
に
、
時
代
参
考

人
形
、
模
型
、
標
本
人
形
、
衣
装
人
形
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
の
「
生
人
形
」
は
狭
義
の
意
味
に
限
定
し
、
博
覧
会

や
博
物
館
で
日
本
の
生
活
を
紹
介
す
る
等
身
大
の
人
形
に
「
風
俗
人
形
」
の
語

を
用
い
る
。
な
お
、
欧
米
の
博
物
館
で
は
、
通
常
、
等
身
大
人
形
（life-sized 

figure

）、
模
型
人
形
（m

odel figure

）、
マ
ネ
キ
ン
（m

annequin

）
の
語

で
記
さ
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

１
―
２　

安
本
亀
八

安
本
亀
八
は
、
熊
本
に
生
ま
れ
た
初
代
亀
八
（
一
八
二
六
―
一
九
〇
〇
）
か

ら
三
代
続
い
た
生
人
形
師
で
あ
る

1

。
二
代
目
は
、
初
代
の
長
男
亀
次
郎
（
一
八

五
七
―
九
九
）、
三
代
目
は
、
そ
の
実
弟
で
三
男
の
和
一
（
一
八
六
八
―
一
九

四
六
）
で
あ
る
。

初
代
亀
八
は
同
郷
の
松
本
喜
三
郎
が
生
人
形
興
行
で
活
躍
し
た
こ
と
を
機

に
、
一
八
五
〇
年
代
後
半
に
大
阪
で
生
人
形
を
始
め
た
。
一
八
六
〇
年
代
は
近

畿
地
方
で
肖
像
彫
刻
を
制
作
、
そ
の
後
、
東
京
で
生
人
形
を
主
に
活
動
し
た
。

一
八
八
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
親
子
の
合
作
が
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
亀
次

郎
は
一
八
九
八
年
に
二
代
目
と
な
っ
た
が
翌
年
に
死
亡
し
、
和
一
が
一
八
九
九

年
に
三
代
目
を
継
い
で
お
り
、
生
人
形
の
制
作
方
法
を
熟
知
し
て
い
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
三
代
目
亀
八
の
頃
に
は
、
生
人
形
の
人
気
は
衰
退
し
て
お
り
、

風
俗
人
形
と
し
て
の
等
身
大
人
形
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
代
目
亀
八
の
作
品
で
生
人
形
を
継
承
し
た
点
は
、
身
振
り
な
ど
の
演
劇
性

を
有
す
る
こ
と
と
、
着
物
で
隠
れ
る
部
分
は
簡
易
な
組
み
立
て
式
で
効
率
化
を
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図
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

一
方
、
新
し
い
特
徴
は
表
情
で
あ
る
。
生
人
形
師
の
松
本
喜
三
郎
や
初
代
亀

八
は
、
一
瞬
で
人
々
の
目
を
引
き
つ
け
る
表
情
が
重
要
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

三
代
目
亀
八
の
場
合
は
、
際
だ
っ
た
特
徴
が
な
く
、
控
え
め
な
表
情
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
風
俗
人
形
の
目
的
で
あ
る
着
衣
に
目
を
向
け
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
身
体
の
構
造
も
改
良
を
重
ね
、
着
装
の
際
に
着
物
を
美
し
く
み
せ

る
方
法
を
編
み
出
し
た
。「
本
来
は
木
彫
に
す
る
の
で
す
が
、
着
附
を
し
て
か

ら
柔
ら
か
な
曲
線
が
着
物
に
表
れ
な
い
の
で
、
半
生
の
苦
心
の
末
、
発
見
せ
ら

れ
た
秘
法
で
す
。
最
初
に
板
で
胴
の
形
を
し
た
箱
を
作
り
、
そ
の
上
に
、
綿
で

丸
味
を
つ
け
、
日
本
紙
を
貼
り
上
げ
て
…
…
」（
図
１
）
と
語
っ
て
い
る

2

。
こ

の
よ
う
な
工
夫
に
よ
っ
て
、
衣
服
の
魅
力
や
特
徴
を
引
き
立
た
せ
、
美
的
価
値

が
あ
る
と
み
な
さ
れ

3

、
依
頼
主
や
鑑
賞
者
に
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
欧
米
の
博
物
館
所
蔵
品
の
制
作
時
期
と
重
な
る
一
九
〇
〇
―
二
五

年
頃
の
活
動
状
況
を
概
観
し
た
い
。
主
に
、
花
や
し
き
の
菊
人
形
や
浅
草
公
園

の
生
人
形
の
見
世
物
、
国
内
外
の
博
覧
会
出
品
の
風
俗
人
形
、
デ
パ
ー
ト
（
松

屋
、
伊
勢
丹
等
）
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
三
つ
の
分
野
を

手
が
け
た
。
以
下
、
時
系
列
で
挙
げ
て
い
く
。

一
九
〇
三
年
は
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
て
、
台
湾
の
婚
礼
、
葬
礼
、

紳
士
な
ど
の
風
俗
人
形
が
出
品
さ
れ
た
。
一
九
〇
四
年
は
、
農
務
省
の
依
頼
で

セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
に
天
平
時
代
の
文
官
、
藤
原
時
代
の
武
官
等
を
出
品
、

そ
の
作
品
が
一
九
〇
五
年
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た

4

。

一
九
〇
九
年
頃
は
、
後
述
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
踊
り
娘
、
一
九
一
〇
年
は
日

英
博
覧
会
で
上
古
か
ら
現
代
に
い
た
る
風
俗
人
形
が
展
示
さ
れ
た
。
一
九
一
一

年
は
ド
レ
ス
デ
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
出
品
、
浅
草
公
園
花
や
し
き
で
俳
優
似
顔

菊
細
工
活
人
形
、
一
九
一
二
年
は
大
正
博
覧
会
で
松
屋
呉
服
店
「
母
の
留
守
」

が
出
品
さ
れ
た
。
一
九
一
五
年
は
後
述
の
成
人
男
女
像
（
グ
ラ
ス
ゴ
ー
）
の
ほ

か
、
江
戸
記
念
博
覧
会
で
は
約
五
〇
体
の
人
形
が
制
作
さ
れ
た
。
一
九
一
六
年

は
花
や
し
き
で
生
人
形
興
行
、
一
九
一
七
年
は
日
本
橋
白
木
屋
呉
服
店
の
た
め

の
人
形
を
手
が
け
た
。
一
九
一
九
年
は
全
国
染
織
工
業
博
覧
会
に
て
「
藤
原
時

代
」「
桃
山
時
代
」
な
ど
の
風
俗
人
形
、
一
九
二
〇
年
、
松
屋
で
「
七
五
三
お

祝
い
着
」、
一
九
二
一
年
は
後
述
の
女
性
像
（
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
）
が
制
作

図１　安本亀八　人形の制作方法
『主婦之友』16巻（4）1932年より転載



藝術研究 第 32号 2019

4

さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
は
平
和
博
覧
会
に
て
服
装
の
変
遷
を
出
品
。
一
九
二
五

年
は
、
銀
座
松
屋
の
開
店
記
念
人
形
百
体
を
一
年
か
け
て
制
作
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
を
は
じ
め
、
デ
パ
ー
ト
や
商
業
施
設
の
催
事
を
広
く
手

が
け
て
お
り
、
そ
の
繋
が
り
は
三
代
目
の
利
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
初
代
亀
八

は
博
覧
会
に
出
品
、
さ
ら
に
審
査
員
も
務
め
て
い
た
ほ
か
、
吉
原
の
季
節
飾
り

を
親
子
合
作
で
手
が
け
る
な
ど
、「
安
本
亀
八
」
と
い
う
名
が
長
き
に
わ
た
っ

て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
が
、
後
章
に
挙
げ
る
財
界
人
か

ら
の
制
作
依
頼
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

１
―
３　

欧
米
の
博
物
館
所
蔵
の
等
身
大
の
人
形

次
に
、
欧
米
の
博
物
館
に
お
け
る
等
身
大
の
人
形
の
収
蔵
お
よ
び
受
容
の
状

況
を
概
観
し
た
い
。
日
本
展
示
の
初
期
で
は
、
館
長
が
来
日
し
て
直
接
収
集
し

た
良
質
な
作
品
が
見
ら
れ
る
が
、
小
規
模
の
博
物
館
で
は
収
集
の
機
会
が
限
ら

れ
て
お
り
、
個
人
か
ら
の
寄
贈
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
頃
の
等
身
大
の
人
形
の
展
示
目
的
は
、
人
形
の
造
形
表
現
（
生
人
形
）、

日
本
の
風
俗
紹
介
（
風
俗
人
形
）、
甲
冑
や
着
物
の
付
随
品
（
マ
ネ
キ
ン
）
な

ど
で
あ
る
。
造
形
表
現
と
い
う
観
点
で
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
生
人
形
で
は

彫
刻
表
現
が
関
心
を
集
め
て
い
た
が
、
風
俗
人
形
で
は
良
質
な
表
現
と
し
て
好

意
的
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
人
形
が
主
と
は
い
え
ず
、
マ
ネ
キ
ン
に

な
る
と
関
心
が
払
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
記
録
も
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多

か
っ
た
。

ま
ず
、
造
形
表
現
が
評
価
さ
れ
た
の
は
、
生
人
形
の
全
盛
期
に
活
躍
し
た
人

形
師
の
作
品
で
あ
る

5

。
北
海
道
開
拓
使
の
お
雇
い
外
国
人
ケ
プ
ロ
ン
が
日
本
滞

在
中
に
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C.

）

の
人
類
学
部
門
で
の
展
示
を
念
頭
に
お
い
て
注
文
し
た
も
の
で
あ
る
。
鼠
屋
伝

吉
《
農
夫
婦
像
》（
一
八
七
五
年
）、
松
本
喜
三
郎
《
貴
族
男
女
像
》（
一
八
七

八
年
）
は
、
全
身
像
で
裸
体
表
現
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
通
常
の
展
示
は
着
衣

で
、
農
夫
婦
は
鍬
を
手
に
持
つ
姿
で
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
農
夫
の
褌
姿
の
写

真
が
年
鑑
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
身
体
的
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て

関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
写
実
的
表
現
の
技
術
の
高
さ
が
、

博
物
館
で
の
他
民
族
の
人
形
制
作
の
方
針
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う

6

。
な
お
、

人
類
学
的
観
点
で
、
身
体
的
特
徴
を
重
要
視
し
て
収
集
・
展
示
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
な
も
の
は
、
こ
の
事
例
に
と
ど
ま
る
。

次
に
、
一
八
九
一
年
に
横
浜
の
美
術
商
デ
ィ
ー
キ
ン
兄
弟
商
会
の
ハ
リ
ー
・

デ
ィ
ー
キ
ン
が
、
故
郷
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
（
イ
ギ
リ
ス
）
へ
寄
贈
し

た
花
沼
政
吉
の
《
相
撲
像
》
は
、
写
実
的
な
彫
刻
の
技
術
が
、
地
元
の
ク
ラ
フ

ツ
産
業
の
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
展
示
は
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
お

り
、
相
撲
と
い
う
主
題
と
、
躍
動
感
の
あ
る
表
現
が
評
価
さ
れ
て
い
る

7

。

同
様
の
例
が
、
初
代
安
本
亀
八
の
《
相
撲
生
人
形
》
で
あ
る
。
個
人
収
集
家

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
ズ
が
横
浜
で
購
入
し
、
一
八
九
二
年
に
故
郷
の
デ

ト
ロ
イ
ト
美
術
館
へ
直
接
寄
贈
し
た

8

。
こ
こ
で
は
日
本
の
相
撲
を
表
現
し
た
迫

真
的
な
彫
刻
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
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次
は
、
日
本
の
文
化
、
風
習
を
伝
え
る
う
風
俗
人
形
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
際
、
彫
刻
と
い
う
芸
術
作
品
と
し
て
の
評
価
は
な
さ
れ
て
い
な

い
が
、
着
衣
の
た
め
の
人
形
と
し
て
の
質
の
高
さ
は
認
め
ら
れ
、
消
耗
品
と
し

て
廃
棄
か
ら
免
れ
、
現
在
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
も
み
ら
れ

る
。ブ

レ
ー
メ
ン
の
ウ
ー
バ
ー
ゼ
ー
博
物
館
に
は
頭
部
が
六
〇
以
上
、
他
に
手
足

が
多
数
現
存
す
る
。
作
者
不
明
で
あ
る
が
、
館
長
が
長
期
に
渡
っ
て
、
横
浜
の

商
社
を
通
じ
て
、
日
本
人
、
韓
国
人
な
ど
の
顔
を
注
文
し
て
購
入
し
た

9

。
博
物

館
で
は
、
日
本
の
生
活
の
場
面
（
神
社
、
庭
園
、
家
屋
等
）
を
紹
介
す
る
ジ
オ

ラ
マ
展
示
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
展
示
の
中
心
は
家
屋
等
の
構
造
物
や
調
度

品
で
あ
り
、
人
形
は
場
面
説
明
の
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ほ
か
、
バ
チ
カ

ン
博
物
館
で
は
一
九
二
四
年
の
布
教
博
覧
会
の
出
品
人
形
が
寄
贈
さ
れ
た

A

。

次
に
、
三
代
目
亀
八
と
特
定
さ
れ
る
作
品
を
年
代
順
に
挙
げ
る
。

ま
ず
、
一
九
〇
九
年
に
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
博
物
館
の
館
長
ヒ
ュ
ー

ゴ
・
フ
ィ
ッ
ケ
が
来
日
し
た
際
、
横
浜
の
美
術
商
ク
ー
ン
＆
コ
モ
ル
に
お
い

て
、
店
頭
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
《
踊
り
娘
》（
図
２
）
を
九
〇
円
で
購
入
し
た

B

。

三
代
目
安
本
亀
八
が
東
京
帝
室
博
物
館
の
人
形
を
制
作
し
た
人
形
師
で
あ
る
と

認
識
し
た
上
で
の
購
入
で
あ
っ
た
。

一
九
一
一
年
の
ド
レ
ス
デ
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
六
体
が
現
地

の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

C

。
博
覧
会
で
は
三
越
の
着
物
が
誂
え
ら
れ
た
衣

服
紹
介
の
人
形
で
あ
っ
た
。
小
学
生
男
女
の
作
品
は
三
代
目
亀
八
に
よ
る
も
の

と
判
明
し
、
残
る
家
族
の
像
四
体
、
軍
人
（
現
存
せ
ず
）
も
三
代
目
亀
八
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
後
述
す
る
一
九
一
五
年
の
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ブ
博
物
館
《
成
人

男
女
像
》、
一
九
二
一
年
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
《
女
性
像
》
で
は
、
寄
贈
時

に
安
本
亀
八
の
作
品
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
欧
米
の
博
物
館
で
の
風
俗
人
形
の
流
通
に
関
し
て
は
、
生
人
形

全
盛
期
の
一
九
世
紀
末
は
、
来
日
し
た
外
国
人
が
人
形
師
の
作
品
を
購
入
・
寄

贈
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ほ
か
に
も
、
個
人
旅
行
者
が
日
本
で
購
入
し
た

物
品
を
地
元
の
博
物
館
へ
寄
贈
し
た
が
、
質
が
低
い
も
の
が
混
在
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
次
章
以
降
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
た
日
本
の
財
界
人
と

図２　安本亀八　踊り娘　1909年
フライブルクの博物館での展示記録写真
Vorlage: Stadtarchiv Freiburg, Sign. M737 
Städtische Sammlungen Nr. 6605
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作
品
寄
贈
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

２　

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ブ
博
物
館
所
蔵
の
成
人
男
女
像

２
―
１　

博
物
館
と
男
女
像
の
概
要

イ
ギ
リ
ス
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ブ
博
物
館
に
は
、
三
代
目

安
本
亀
八
が
制
作
し
た
成
人
男
女
の
像
が
（
図
３
）、
一
九
一
五
年
に
日
本
人

に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
。
男
性
像
は
、
高
さ
一
六
五
セ
ン
チ
、
幅
五
八
セ
ン

チ
、
奥
行
三
四
セ
ン
チ
で
、
女
性
像
は
、
高
さ
一
六
一
セ
ン
チ
、
幅
四
八
セ
ン

チ
、
奥
行
三
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
と
も
に
着
衣
で
、
像
は
自
立
可
能
で
あ
る
。

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
博
物
館
の
所
在
地
グ
ラ
ス
ゴ
ー
と
日

本
は
、
特
に
造
船
や
海
運
業
の
分
野
に
お
い
て
繋
が
り
が
深
か
っ
た
。
一
八
八

〇
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
約
六
〇
名
の
日
本
人
学
生
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大

学
に
登
録
し
、
海
運
や
電
子
工
学
な
ど
を
学
び

D

、
造
船
や
海
運
、
海
軍
の
関
係

者
な
ど
多
く
の
日
本
人
が
滞
在
し
て
お
り
、
一
八
八
九
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
日
本

領
事
館
が
設
け
ら
れ
た

E

。
初
代
名
誉
領
事
は
ア
ル
バ
ー
ト
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ

ラ
ウ
ン
で
、
日
本
政
府
と
も
繋
が
り
が
深
く
、
自
社
で
船
舶
の
注
文
を
受
け
て

い
た

F

。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
と
日
本
の
間
は
、
経
済
お
よ
び
人
的
交
流

が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
作
品
寄
贈
に
至
る
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
の
で
あ

る
。

２
―
２　

作
品
寄
贈
の
経
緯

ま
ず
、
作
品
寄
贈
ま
で
の
経
緯
を
概
略
す
る
と
、
一
九
〇
〇
年
に
テ
イ
ラ
ー

船
長
が
「
等
身
大
で
綿
地
に
染
め
の
あ
る
民
族
衣
装
を
着
た
日
本
人
男
女
像
二

体
」
を
博
物
館
に
寄
贈
し

G

、
展
示
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
〇
〇
―
一
〇
年
代
、
多
く
の
日
本
人
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
滞
在
、
訪
問
し

て
お
り
、
博
物
館
で
こ
の
作
品
を
見
学
し
、
改
善
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
一
五
年
、
有
志
四
八
人
の
出
資
に
て
、
日
本
領
事
館

名
誉
領
事
の
ス
コ
ッ
ト
・
ヤ
ン
ガ
ー
を
通
じ
て
、
三
代
目
安
本
亀
八
の
成
人
男

女
の
像
が
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た

H

。

一
九
一
五
年
度
の
博
物
館
の
年
鑑
で
は
「
こ
の
部
門
で
最
も
重
要
な
新
規
の

図３　安本亀八　成人男女像　1915年
グラスゴーの博物館での展示記録写真
Collections of Glasgow Museums
ⒸCSG CIC Glasgow Museums Collection
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い
場
所
へ
置
く
よ
う
、
あ
な
た
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す

K

。

作
者
に
関
し
て
は
「
安
本
」
作
と
伝
え
ら
れ
、
作
品
紹
介
の
際
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
本
作
品
は
、
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。

２
―
３　

成
人
男
女
像
と
安
本
亀
八

一
九
三
〇
年
頃
の
「
現
代
名
人
伝　

人
形
師
安
本
亀
八
翁
」
に
は
本
作
と
思

わ
れ
る
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
真
偽
の
程
度
は
不
明
だ
が
、
寄

贈
者
お
よ
び
亀
八
の
制
作
の
姿
勢
が
窺
え
る
た
め
、
引
用
す
る
。

 　

そ
れ
［
大
正
博
覧
会
］
よ
り
ず
つ
と
以
前
の
事
、
三
井
の
某
重
役
が
英
国

へ
行
っ
た
時
、
そ
こ
の
博
物
館
へ
入
つ
て
見
た
。
そ
こ
に
は
各
国
人
種
の
容

貌
、
習
性
等
を
示
す
人
形
が
ず
ら
り
と
並
べ
て
あ
つ
た
。
勿
論
日
本
人
も
そ

こ
に
並
べ
て
あ
つ
た
が
、
そ
の
容
貌
の
醜
い
を
見
せ
ら
れ
て
身
も
す
く
む
程

肩
身
の
狭
い
思
ひ
を
し
た
。
そ
こ
で
早
速
当
局
者
に
交
渉
し
て
そ
の
撤
回
を

要
求
し
た
。
そ
の
代
り
に
真
に
日
本
の
紳
士
淑
女
を
代
表
す
る
人
形
を
日
本

か
ら
送
る
事
を
約
束
し
て
来
た
。
彼
は
帰
朝
早
く
亀
八
翁
を
訪
ね
て
博
物
館

に
送
る
べ
き
人
形
を
依
頼
し
た
。
翁
は
快
諾
し
た
。
が
果
た
し
て
如
何
な
る

容
貌
が
日
本
の
紳
士
淑
女
を
代
表
す
る
も
の
だ
ら
う
か
を
先
ず
研
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
翁
は
例
の
凝
り
性
か
ら
、
す
べ
て
の
仕
事
を
擲
つ
て

収
蔵
品
は
、
日
本
人
の
紳
士
と
淑
女
の
二
体
の
像
で
、
完
全
な
造
形
で
等
身

大
、
優
雅
な
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
用
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
当
施
設

を
訪
問
し
た
日
本
人
紳
士
た
ち
が
寛
大
に
も
帰
国
後
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ

る
。」

I

と
作
品
の
質
も
高
く
評
価
さ
れ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
寄
贈

作
品
は
常
設
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
一
九
一
六
年
に
、
現
地
を
訪
れ
た
松
村

は

J

、
古
い
人
形
も
展
示
さ
れ
て
い
る
状
況
を
知
り
、
ヤ
ン
ガ
ー
へ
次
の
手
紙
を

記
し
、
寄
贈
の
動
機
が
、
日
本
を
正
し
く
示
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
明

言
し
て
い
る
。

 　

私
た
ち
の
意
図
は
、
古
い
人
形
と
新
し
い
人
形
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
日
本
の
服
装
を
示
し
て
お
ら
ず
、
い
か
な
る
点
か

ら
み
て
も
、
日
本
の
美
術
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
古
い
人
形
に
対
す
る
貴
方

や
博
物
館
の
見
解
を
、
ほ
か
の
出
資
者
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
な
い
理
由
は
納
得
し
ま
し
た
。
そ
の
人
形
も
寄
贈
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
た
め
、
損
傷
な
ど
の
理
由
が
な
け
れ
ば
同
意
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と

私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
当
局
か
ら
の
唯
一
の
申
し
出
は
、
古
い
人
形
を
撤

去
し
て
、
こ
の
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
な
い
他
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
移
す
と
い
う
も
の
で
す
。

 　

こ
の
博
物
館
の
考
え
も
尊
重
い
た
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
古
い
人
形
と
新

し
い
人
形
を
取
り
替
え
て
頂
き
た
い
と
願
う
の
で
す
。
破
棄
す
る
こ
と
が
難

し
い
よ
う
で
し
た
ら
、
そ
の
場
か
ら
外
し
、
ど
こ
か
鑑
賞
者
の
目
の
つ
か
な
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そ
の
容
貌
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
其
間
、
註
文
主
か
ら
の
再
三
の
催
促
を
斥

け
つ
つ
、
約
二
年
の
時
日
を
費
や
し
て
漸
く
研
究
を
完
成
し
て
愈
々
仕
事
に

と
り
か
ゝ
つ
た
の
で
あ
っ
た
。

 　

そ
の
時
の
翁
の
作
品
は
、
日
本
民
族
を
代
表
し
て
堂
々
と
英
国
博
物
館
の

一
室
に
飾
ら
れ
て
ゐ
る

L

。 

［　

］
は
筆
者
補
足

前
述
の
書
簡
と
同
様
に
、「
日
本
」
の
紹
介
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
に
納
得

で
き
ず
、
正
確
な
日
本
の
姿
を
伝
え
る
使
命
感
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。な

お
、
博
物
館
の
作
品
記
録
台
帳
や
作
品
紹
介
で
は
、
着
物
の
種
類
や
素

材
、
用
途
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
衣
服
に
注
目
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
な
お
、
先
述
の
ド
レ
ス
デ
ン
の
家
族
の
男
女
の
像
も
、
制
作
年
が

近
く
、
顔
立
ち
が
類
似
し
、
作
品
登
録
の
記
載
状
況
の
共
通
点
な
ど
か
ら
、
当

時
の
博
物
館
で
は
、
人
形
よ
り
も
衣
服
へ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

３　

カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
所
蔵
の
女
性
像

３
―
１　

博
物
館
お
よ
び
女
性
像
の
概
要

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物

館
は
、
現
在
、
美
術
と
自
然
史
分
野
を
主
と
し
た
博
物
館
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
自
然
史
分
野
の
人
類
学
部
門
に
、
乗
物
に
乗
る
女
性
像
（
図
４
―
６
）
が

現
存
す
る
。

そ
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
地
元
の
実
業
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ハ
イ

ン
ツ
が
形
成
に
寄
与
し
た
。
彼
は
訪
日
の
折
に
美
術
品
を
収
集
し
、
一
九
一
三

年
に
乗
物
を
博
物
館
へ
寄
贈
し
た
。
こ
の
と
き
、
博
物
館
は
そ
の
歴
史
や
用
途

を
明
確
に
伝
え
る
た
め
、
乗
物
に
乗
る
女
性
、
乗
物
を
運
ぶ
二
人
の
男
性
の
人

形
を
制
作
し
、
展
示
に
加
え
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
一
年
に
渋
沢
栄
一
が
女
性

像
を
寄
贈
す
る
ま
で
、
こ
の
展
示
が
続
け
ら
れ
た
。

渋
沢
寄
贈
の
女
性
像
は
、
座
高
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
（
肘
か
ら
肘
ま
で
）
四
八

セ
ン
チ
、
奥
行
（
着
物
含
）
六
二
セ
ン
チ
で
、
乗
物
の
サ
イ
ズ
（
内
部
は
高
さ

八
八
セ
ン
チ
、
幅
七
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
一
〇
〇
セ
ン
チ
）
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ

た
。
女
性
像
の
頭
部
お
よ
び
左
右
の
手
首
か
ら
先
は
木
製
、
他
の
部
分
は
紙
製

と
推
定
さ
れ
る

M

。
な
お
、
頭
髪
の
一
部
の
乱
れ
を
除
き
、
保
存
状
態
は
良
好
で

あ
る

N

 

。

３
―
２　

渋
沢
栄
一
の
寄
贈
経
緯

渋
沢
栄
一
は
一
九
一
五
年
一
一
月
二
五
日
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
旧
知
の
ハ
イ

ン
ツ
と
と
も
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
を
訪
問
し
た

O

。
そ
の
際
に
、
ハ
イ
ン
ツ
の

寄
贈
し
た
乗
物
に
添
え
ら
れ
た
展
示
人
形
の
服
装
が
、
時
代
や
身
分
に
相
応
し

て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
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日
本
古
代
の
乗
物
を
見
た
る
が
、
之
を
熟
視
す
れ
ば
乗
物
を
担
い
で
居
る

駕
籠
舁
と
其
中
に
乗
つ
て
居
る
婦
人
と
は
、
古
代
現
代
取
り
交
ぜ
の
装
飾
及

服
装
な
り
し
か
ば
、
其
駕
籠
の
時
代
に
相
当
す
る
人
形
を
調
製
せ
し
め
て
送

付
せ
ん
と

P

、（
後
略
）

こ
の
よ
う
に
考
え
、
そ
の
場
で
博
物
館
の
館
長
へ
代
わ
り
の
も
の
を
送
る
と

申
し
出
た
が
、
渋
沢
の
帰
国
後
す
ぐ
に
動
き
は
な
か
っ
た
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物

館
長
ホ
ー
ラ
ン
ド
は
、
渋
沢
の
訪
問
か
ら
二
年
後
の
一
九
一
七
年
二
月
、
ハ
イ

ン
ツ
に
仲
介
を
依
頼
し
た
。

 　

渋
沢
氏
が
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
に
い
ら
し
た
際
に
、
乗
物
の
展
示
人
形
が

着
用
し
て
い
た
衣
装
を
交
換
す
る
と
い
う
約
束
を
さ
れ
た
こ
と
を
貴
方
も

覚
え
て
お
い
で
で
し
ょ
う
。
乗
物
に
乗
る
女
性
は
、
高
位
の
女
性
で
は
な

く
、
田
舎
の
着
物
を
身
に
つ
け
、
駕
籠
舁
は
大
工
の
様
な
姿
で
、
そ
の
場
面

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
渋
沢
氏
が
間
違
い
を
指
摘

し
、
そ
れ
ら
を
取
り
換
え
る
約
束
を
し
ま
し
た
。
我
々
は
申
し
出
に
大
変
感

謝
し
、
彼
は
そ
れ
を
今
で
も
心
に
と
め
て
い
て
く
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。
必

要
な
寸
法
を
貴
方
に
伝
え
ま
す
の
で
、
貴
方
が
渋
沢
氏
に
手
紙
を
書
く
折
に

は
、
彼
が
約
束
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
に
対
し
て
の
私
の
謝
意
を
伝
え
て

頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す

Q

。

右　図4・5　安本亀八　女性像　1921年　カーネギー博物館蔵（ピッツバーグ、アメリカ合衆国）
左　図6　カーネギー博物館での展示風景　Courtesy of Carnegie Museum of Natural History
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こ
の
二
日
後
、
ハ
イ
ン
ツ
の
秘
書
は
、
乗
物
の
サ
イ
ズ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

山
中
商
会
経
由
で
日
本
の
渋
沢
栄
一
へ
渡
す
と
返
信
し
た

R

。
当
初
は
衣
装
の
み

を
交
換
す
る
案
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

S

。
そ
の
後
の
約
二
年
間
の
記
録
は
な

く
、
一
九
一
九
年
に
渋
沢
の
息
子
の
秀
雄
が
博
物
館
を
訪
問
し
た
際
に
、
館
長

か
ら
人
形
の
催
促
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
四
月
に
作
品
が
完
成

し
た
旨
、
渋
沢
秀
雄
か
ら
ホ
ー
ラ
ン
ド
館
長
へ
連
絡
が
な
さ
れ
た
。

 　

私
［
渋
沢
秀
雄
］
が
貴
博
物
館
を
訪
れ
て
早
く
も
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
私
と
の
会
話
を
ま
だ
覚
え
て
お
い
で
な
の
で
す
ね
。
改
善
が
必

要
な
乗
物
に
乗
っ
た
日
本
人
の
お
姫
様
に
つ
い
て
で
し
た
。
交
換
の
た
め

に
、
ふ
さ
わ
し
い
衣
装
一
式
を
喜
ん
で
送
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
が
、
帰
国
後

は
仕
事
に
追
わ
れ
、
制
作
を
約
束
し
て
く
れ
た
芸
術
家
の
制
作
も
遅
れ
た
た

め
、
今
ま
で
そ
の
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
間
も
な
く
、
発
送
準
備
が
で
き
、
英
語
の
説
明
も
合
わ
せ
て
送
り
ま

す
。
父
が
こ
の
件
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
一
式
が
届
き
次
第
、
こ
ち

ら
で
入
念
に
点
検
す
る
で
し
ょ
う

T

。 

［　

］
は
筆
者
補
足

そ
し
て
、
作
品
が
完
成
し
発
送
の
時
を
迎
え
た
。
渋
沢
栄
一
は
一
九
二
一
年

七
月
の
博
物
館
長
へ
の
手
紙
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
作

品
寄
贈
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 　

一
九
一
五
年
の
貴
国
訪
問
の
際
に
貴
博
物
館
を
訪
問
し
た
こ
と
は
私
の
喜

ば
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
訪
問
の
際
に
、

一
つ
だ
け
私
の
気
分
を
害
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
ハ
イ
ン
ツ
氏
が
寄
贈

し
た
乗
物
の
人
形
に
見
ら
れ
た
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
し
た
。

 　

そ
の
後
、
私
の
い
と
こ
で
、
当
時
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
田
中
孝

子
、
二
年
前
に
貴
国
を
訪
問
し
た
息
子
の
秀
雄
を
通
し
て
、
改
善
策
を
示
し

ま
し
た
が
、
二
人
と
も
そ
の
結
果
に
は
満
足
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
彼

ら
と
こ
の
件
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
古
い
も
の
と
取
り
換
え
る
た
め
、
別
の

人
形
を
送
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
行
列
の
一
式
を
用
意
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
長
い
時
間
が
か
か
り
、
展
示
の
た
め
に
広
い

場
所
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え

る
と
、
主
要
人
物
、
説
明
、
図
解
し
た
写
真
を
送
る
こ
と
が
最
善
と
思
わ
れ

ま
し
た
。「
婦
人
」
は
現
代
日
本
で
有
名
な
芸
術
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し

た
。
彼
の
名
前
は
安
本
亀
八
で
す
。
こ
の
「
婦
人
」
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
そ

の
生
き
た
時
代
を
完
璧
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
い
か
な
る
批
評
家
も
欠
点
を

見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 　

今
回
の
件
で
私
が
学
ん
だ
の
は
、
私
た
ち
が
い
か
に
た
や
す
く
過
ち
を
犯

し
や
す
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
古
く
良
く
知
ら
れ
た
慣
習
を
再
現
す
る
と

い
う
単
純
な
試
み
に
お
い
て
さ
え
も
間
違
い
を
犯
す
の
で
す
。
最
も
残
念

で
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
世
界
の
国
々
に
お
い
て
、
多
く
の
誤
解
や
誤
っ
た

説
明
が
お
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
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国
際
的
な
友
好
関
係
や
平
和
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
か

ら
自
ら
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
が
生

じ
た
と
き
は
い
つ
で
も
訂
正
す
る
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

U

。

こ
の
よ
う
に
、
状
況
を
判
断
し
、
自
ら
行
動
を
お
こ
す
こ
と
で
、
友
好
関
係

が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
、
率
直
な
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
作
品
は
八
月
一
四
日
に
横
浜
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
で
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
ま
で
運
ば
れ
、
全
費
用
は
渋
沢
が
支
払
い
、
関
税
は
当
局
と
協
議
す
る

旨
を
助
言
し
て
い
る

V

。
一
〇
月
一
〇
日
に
税
関
手
続
き
、
一
〇
月
一
三
日
に
博

物
館
へ
人
形
が
到
着
し
た
。
人
形
の
開
梱
は
渋
沢
の
依
頼
に
よ
り
田
中
が
行
っ

た

W

。
そ
の
頃
に
、
渋
沢
の
訪
米
予
定
が
判
明
し
、
渋
沢
か
ら
公
式
に
女
性
像
を

寄
贈
さ
れ
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
話
に
な
り

X
、
館
長
は
そ
の
提
案
を

受
け
入
れ

Y

、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

３
―
３　

博
物
館
で
の
展
示
状
況

一
九
二
一
年
一
一
月
一
九
日
、
渋
沢
栄
一
か
ら
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
へ
、
等

身
大
の
女
性
像
と
祝
祭
的
な
行
列
を
描
い
た
絵
画
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新
聞

で
も
報
道
さ
れ
た
。

 　

渋
沢
子
爵
は
昨
日
午
後
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
の
ハ
イ
ン
ツ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
へ
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
公
式
に
送
っ
た
。
そ
の
贈
り
物
は
一
八
六

八
年
以
前
の
封
建
的
な
時
代
の
等
身
大
の
像
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
現
代
日

本
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
芸
術
家
の
安
本
亀
八
に
よ
る
も
の
で
、
徳
川
家
の

女
性
が
春
の
衣
装
を
身
に
着
け
、
将
軍
で
あ
る
父
親
の
居
城
を
訪
問
し
て
い

る
場
面
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

 　

婦
人
は
緑
色
の
座
布
団
の
上
に
座
し
て
い
る
。
彼
女
は
二
枚
の
白
い
下

着
、
そ
の
上
に
、
金
や
色
と
り
ど
り
に
丹
念
に
刺
繍
さ
れ
た
緋
色
の
衣
装
、

黒
の
ロ
ー
ブ
を
身
に
着
け
て
い
る
。
漆
黒
の
髪
は
貝
の
簪
で
留
め
て
い
る
。

着
物
の
袖
は
か
ろ
う
じ
て
手
首
を
隠
す
ほ
ど
「
短
く
」、
眉
は
剃
ら
れ
、
こ

れ
は
、
彼
女
が
既
婚
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

Z

。

こ
の
寄
贈
時
点
で
安
本
亀
八
の
名
前
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
館

の
年
鑑
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 　

昨
年
、
我
々
の
民
族
学
分
野
で
の
特
筆
す
べ
き
新
収
蔵
品
は
、
美
し
い
衣

装
で
正
装
し
た
日
本
の
高
位
の
等
身
大
の
女
性
像
で
あ
る
。
数
年
前
、
日
本

人
の
渋
沢
子
爵
が
博
物
館
を
訪
問
し
た
際
、
乗
物
の
中
に
展
示
さ
れ
て
い
た

大
名
の
娘
と
し
て
展
示
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
不
満
を
示
し
た
。
彼
は
博
物

館
に
、
細
部
ま
で
完
璧
で
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
日
本
の
高
位
の
女
性
の
真
の

姿
を
伝
え
る
人
形
を
贈
呈
す
る
と
い
う
考
え
を
表
明
し
た
。
一
九
二
一
年

一
一
月
一
二
日
、
渋
沢
子
爵
は
博
物
館
を
訪
問
し
、
人
形
を
寄
贈
し
た
。
こ

の
贈
呈
品
に
は
水
彩
画
が
添
え
ら
れ
、
大
名
の
妻
が
将
軍
で
あ
る
父
へ
の
訪
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問
時
の
行
列
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
形
は
日
本
の
一
流
の
芸

術
家
で
あ
る
安
本
亀
八
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

a

。

こ
の
女
性
像
は
寄
贈
か
ら
数
か
月
間
、
乗
物
内
で
は
な
く
、
座
布
団
の
上
に

載
せ
ら
れ
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に
展
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

b

。
な
お
、
本

作
は
博
物
館
で
一
九
八
〇
年
代
ま
で
展
示
さ
れ
て
お
り
、
造
形
的
表
現
が
評
価

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
新
聞
記
事
や
展
示
状
況
か
ら
読
み
取
れ
る
。

３
―
４　

女
性
像
と
安
本
亀
八

渋
沢
が
三
代
目
安
本
亀
八
へ
人
形
の
制
作
を
依
頼
し
た
の
は
、
以
前
よ
り
作

品
や
人
物
を
知
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
例
は
、
一
九
一
五
年
の

江
戸
記
念
博
覧
会
で
、
渋
沢
栄
一
は
顧
問
を
務
め
、
安
本
亀
八
は
茂
木
習
古
の

大
油
絵
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
を
二
九
場
面
に
わ
た
っ
て
表
現
す
る
な
ど
の
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
渋
沢
も
こ
れ
ら
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る

c

。
ア
メ
リ
カ
へ
の
寄
贈
に
際
し
、
一
流
品
を
用
意
す
る
と
い
う
思
い

か
ら
、
安
本
亀
八
へ
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
二
年
の
『
主
婦

之
友
』
の
記
事
で
、
亀
八
が
こ
れ
ま
で
の
苦
心
の
作
を
問
わ
れ
た
際
に
、
本
作

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

 　

逝
く
な
っ
た
澁
澤
子
爵
が
、
大
正
の
初
年
渡
米
の
際
、
市
俄
古
の
博
物
館

中
の
、
日
本
の
大
名
の
人
形
が
、
そ
の
風
貌
が
あ
ま
り
に
獰
猛
な
の
に
一
驚

し
て
、「
こ
れ
は
国
辱
ぢ
や
」
と
自
身
博
物
館
に
名
作
を
寄
贈
す
る
旨
を
約

束
せ
ら
れ
て
、「
日
本
人
の
代
表
と
し
て
恥
し
く
な
い
、
大
名
と
奥
方
と
を

作
つ
て
く
れ
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
き
ぢ
や
。

 　

い
や
苦
し
み
ま
し
た
。
苦
し
み
ま
し
た
ぢ
や
。
先
づ
モ
デ
ル
か
ら
苦
み
ま

し
た
。
が
、
こ
れ
は
ま
あ
、
自
分
で
も
得
心
の
い
く
出
来
栄
ぢ
や
つ
た
ー

 　

そ
の
写
真
は
、
別
け
て
大
事
に
蔵
つ
て
お
い
た
の
で
す
が
ー
ー
あ
れ
も
震

災
で
焼
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
よ
・
・
・

d

こ
の
よ
う
に
、
安
本
亀
八
に
と
っ
て
も
渾
身
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
な
お
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
に
残
る
写
真
（
図
４
・
５
）
が
こ

こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
写
真
で
、
渋
沢
が
作
品
の
送
付
前
に
日
本
で
撮
影
し
、

安
本
亀
八
と
博
物
館
へ
同
じ
写
真
を
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

e

。

ほ
か
に
も
一
九
三
五
年
の
「
活
人
形
製
作
界
の
第
一
人
者　

安
本
亀
八
氏
奮

闘
録
」
の
記
事
の
中
で
、
本
作
と
思
わ
れ
る
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

 　

明
治
四
十
年
の
あ
る
日
、
東
京
は
鎧
橋
の
た
も
と
の
渋
沢
栄
一
事
務
所

に
、
立
派
な
活
人
形
が
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
、
ま
た
渋
沢
氏
か
ら
人
形
を
見
る
た

め
の
招
待
状
を
う
け
た
人
々
は
続
々
と
同
事
務
所
に
集
ま
っ
て
き
た
。

 　

当
時
日
本
財
界
の
大
御
所
渋
沢
子
爵
は
、
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
た
人
形
を
前
に

し
て
、
微
笑
さ
れ
な
が
ら
し
き
り
と
感
心
し
て
ゐ
る
。
な
る
程
、
み
れ
ば
み

る
程
、
こ
の
人
形
は
よ
く
出
来
て
ゐ
る
。
年
頃
は
三
十
歳
と
云
ふ
注
文
で
あ
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つ
た
が
、
こ
れ
は
正
し
く
三
十
一
、
二
と
は
見
え
な
い
。
そ
う
か
と
云
つ
て

二
十
八
、
九
に
も
見
え
な
い
。
矢
張
り
三
十
だ
。
う
ま
い
も
の
だ
、
と
感
心

し
て
ゐ
ら
れ
る
。
人
形
は
三
十
石
の
格
式
の
大
名
の
三
十
歳
の
奥
方
が
、
籠

に
の
つ
て
ゐ
る
活
人
形
で
あ
つ
た
。
傍
に
つ
い
て
ゐ
る
の
は
作
者
安
本
亀
八

氏
で
あ
る
。
子
爵
の
賞
賛
の
言
葉
を
う
け
て
、
満
足
そ
う
に
笑
つ
て
ゐ
る
。

 　

こ
の
人
形
は
先
般
子
爵
が
外
遊
中
、
ア
メ
リ
カ
の
某
博
物
館
で
み
か
け
た

大
名
奥
方
の
人
形
が
、
余
り
に
も
事
実
に
相
違
し
た
も
の
で
、
モ
ス
か
何
か

を
着
た
女
が
、
箱
根
の
雲
助
と
云
つ
た
や
う
な
籠
か
き
の
籠
に
乗
つ
て
ゐ
る

も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ
れ
を
大
名
の
奥
方
と
云
は
れ
て
は
困
る
と
、
そ
れ

を
撤
回
さ
せ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
実
物
に
近
い
も
の
を
送
る
と
い
う
約
束

で
、
帰
朝
後
子
爵
は
そ
の
人
形
の
制
作
を
斯
界
の
第
一
人
者
安
本
氏
に
依
頼

し
て
お
い
た
も
の
が
出
来
上
り
、
立
派
な
衣
装
を
つ
け
て
ア
メ
リ
カ
に
送
ら

れ
る
も
の
が
、
こ
こ
で
一
般
に
展
覧
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

 　

子
爵
は
、
こ
の
人
形
が
ゆ
く
と
云
ふ
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
親

善
に
と
つ
て
実
に
よ
い
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
人
形
で
日
本
風
俗
を
正

し
く
識
り
、
日
本
が
如
何
に
優
し
い
国
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
が
わ
か
る
だ

ら
う
、
そ
れ
に
し
て
も
、
丁
度
年
頃
を
三
十
に
み
せ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な

工
夫
を
し
て
や
る
の
か
と
、
安
本
亀
八
氏
に
き
い
た
が
、
そ
こ
に
言
わ
れ
ぬ

苦
心
が
い
る
の
で
す
と
云
つ
て
、
安
本
氏
は
答
え
や
う
と
し
な
か
っ
た

f

。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
記
事
は
史
料
が
示
す
内
容
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
こ
の

作
品
を
通
し
て
、
渋
沢
栄
一
は
、
正
し
い
日
本
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
、
友
好
を
深
め
る
た
め
の
行
動
を
と
り
、
安
本
亀
八
も
責
任
の
重
大
さ
を
感

じ
、
日
本
人
の
姿
の
表
現
に
取
り
組
ん
だ
と
い
え
る
。

こ
の
大
名
の
奥
方
と
い
う
身
分
や
年
齢
は
、
亀
八
が
デ
パ
ー
ト
向
け
人
形
な

ど
で
手
が
け
た
上
流
階
級
の
婦
人
に
類
す
る
も
の
で
、
三
代
目
亀
八
の
特
徴
で

あ
る
上
品
な
顔
立
ち
の
作
品
と
言
え
る
。。

む
す
び
に

三
代
目
安
本
亀
八
は
生
人
形
の
流
れ
を
継
ぎ
な
が
ら
も
、
時
代
の
求
め
る
も

の
を
捉
え
、
着
物
を
美
し
く
見
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
デ
パ
ー
ト
用
の
マ
ネ
キ

ン
を
手
が
け
た
。
そ
の
特
徴
は
、
上
質
な
着
物
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
、
や
や

理
想
化
さ
れ
た
顔
立
ち
で
、
庶
民
で
は
な
く
上
流
階
級
の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
は

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
所
蔵
の
松
本
喜
三
郎
《
貴
族
男
子
像
》
が
、
俳
優
が
演

技
し
て
い
る
よ
う
だ
と
現
地
で
評
さ
れ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
生
人
形
は

大
衆
の
娯
楽
と
し
て
意
表
を
突
く
よ
う
な
劇
画
的
表
現
が
あ
り
、
喜
三
郎
の
作

品
に
貴
族
ら
し
く
な
い
要
素
が
見
受
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
三

代
目
亀
八
は
、
デ
パ
ー
ト
の
高
級
な
着
物
の
た
め
の
マ
ネ
キ
ン
と
し
て
、
立
ち

姿
が
美
し
く
、
上
品
な
顔
立
ち
を
追
求
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
特
性
が
、
博
物

館
で
上
流
階
級
を
示
す
風
俗
人
形
の
展
示
に
合
致
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
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二
〇
世
紀
初
頭
は
、
欧
米
の
博
物
館
の
日
本
部
門
の
展
示
に
お
い
て
、
資
料

の
欠
如
、
日
本
へ
の
理
解
不
足
な
ど
、
展
示
品
が
充
分
で
な
い
状
況
も
み
ら
れ

た
。
そ
の
際
、
現
地
と
繋
が
り
の
あ
る
渋
沢
栄
一
ら
の
財
界
人
が
、
展
示
が
望

ま
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
博
物
館
側
と
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
日
本
理
解
を

正
し
く
進
め
る
た
め
に
私
財
を
投
じ
て
、
友
好
の
絆
を
深
め
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
三
代
目
安
本
亀
八
に
よ
る
控
え
め
な
表
情
の
人
形
は
、
時
代
の
変

化
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
き
に
渡
っ
て
展
示
さ
れ
、
日
本
の
姿

を
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

註（
１
） 　

欧
米
の
博
物
館
に
現
存
す
る
生
人
形
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
本
田

代
志
子｢

生
人
形
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム｣

、『
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
』（
展
覧
会
図
録
）

所
収
、
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
展
実
行
委
員
会
（
熊
本
市
現
代
美
術
館
・
大
阪
歴

史
博
物
館
）、
二
〇
〇
四
年
、
一
四
八
―
一
五
五
頁
。
本
田
代
志
子
「
欧
米
の
生
人

形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、『
生
人
形
と
江
戸
の
欲
望
』（
展
覧
会
図
録
）
所
収
、
熊
本
市

現
代
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
二
―
一
五
七
頁
。

（
２
） 　

安
本
亀
八
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
冨
森
盛
一
『
生
人
形
師
安
本
亀
八
』、
赤

目
出
版
会
、
一
九
七
六
年
、
前
掲
の
『
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
』、『
生
人
形
と
江

戸
の
欲
望
』
な
ど
。

（
３
） 　
『
主
婦
之
友
』
第
一
六
巻
四
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
四
月
。

「
名
工
の
仕
事
場
訪
問
」
に
て
三
代
目
安
本
亀
八
の
「
森
律
子
嬢
が
人
形
に
な
る
迄
」

で
制
作
過
程
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
は
日
本
人
形
文
化
研
究
所
所

長
の
林
直
輝
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
４
） 　

全
国
染
織
工
業
博
覧
会
編
『
参
考
品
目
録
：
附
・
染
織
参
考
図
書
目
録
、
時
代

風
俗
人
形
目
録
』、
一
九
一
九
年
、
口
絵
写
真
お
よ
び
六
―
一
〇
頁
。
博
覧
会
で
監

修
を
務
め
た
風
俗
研
究
会
主
幹
の
江
島
務
は
、「
人
形
な
る
も
の
丶
美
的
価
値
の
如

何
に
多
大
な
る
も
の
な
る
か
を
悟
つ
て
貰
ひ
た
か
つ
た
」
た
め
、
人
形
の
手
配
は

「
東
京
美
術
学
校
の
人
形
の
役
に
た
ち
そ
う
な
の
を
選
択
し
、
又
浅
草
の
安
本
氏
に
、

私
の
趣
向
に
適
当
す
る
人
形
の
有
無
を
尋
ね
、
そ
の
適
す
る
も
の
を
借
用
し
、
稍

適
し
難
い
も
の
は
解
像
し
て
や
う
や
く
出
来
上
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
５
） 　

歴
代
服
装
人
形
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。
恵
美
千
鶴
子
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

の
生
人
形
（
東
京
帝
室
博
物
館
歴
史
部
の
歴
代
服
装
人
形
）」、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
、
第
六
一
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
、
五
三
―
七
七
頁
。
こ

の
展
示
は
、
ド
イ
ツ
・
ブ
レ
ー
メ
ン
の
ウ
ー
バ
ー
ゼ
ー
博
物
館
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

の
博
物
館
の
作
品
購
入
の
際
の
資
料
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
６
） 　

同
時
期
に
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
収
集
品
で
あ
る
斉
木
次
郎
兵
衛
《
百
姓

男
女
》
一
八
八
三
年
、
ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

セ
ー
ラ
ム
）
が
あ
る
が
、
生
人
形
興
行
と
の
繋
が
り
が
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、

除
外
し
た
。

（
７
） 　

本
田
代
志
子
「
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
収
集
の
生
人
形　

鼠
屋
伝
吉
と
松
本
喜

三
郎
」『
文
化
資
源
学
』
第
一
四
号
、
文
化
資
源
学
会
、
二
〇
一
六
年
、
五
三
―
六

三
頁
。

（
８
） 　

本
田
代
志
子
「
花
沼
政
吉
の
生
人
形
と
デ
ィ
ー
キ
ン
兄
弟
商
会
」『
人
形
玩
具
研

究
―
か
た
ち
・
あ
そ
び
』
二
五
号
、
日
本
人
形
玩
具
学
会
、
二
〇
一
五
年
、
九
八

―
一
〇
七
頁
。

（
９
） 　

現
在
の
デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
研
究
所
の
前
身
。
二
〇
〇
五
年
よ
り
熊
本
市
現
代
美

術
館
蔵
。
初
代
亀
八
が
主
に
制
作
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
本
田
代
志
子
「
安
本
亀

八
の
相
撲
生
人
形
と
収
集
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
ズ
」『
人
形
玩
具
研
究
―

か
た
ち
・
あ
そ
び
』
二
六
号
、
日
本
人
形
玩
具
学
会
、
二
〇
一
六
年
、
三
四
―
四

五
頁
。

（
10
） 　

本
田
代
志
子 

「
ブ
レ
ー
メ
ン
・
ウ
ー
バ
ー
ゼ
ー
博
物
館
所
蔵
の
生
人
形
関
連
書

簡
解
題
」『A

rt Gam
adas

』
第
三
号
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
、
五

三
七
―
五
五
〇
頁
。
一
九
〇
八
年
か
ら
制
作
し
て
い
た
人
形
師
は
一
九
一
一
年
四

月
に
死
亡
し
、
そ
の
後
は
新
た
な
人
形
師
が
制
作
し
た
。

（
11
） 　

冨
澤
治
子
「
バ
チ
カ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
の
生
人
形
調
査
」『A

rt 
Gam

adas
』
第
八
＆
九
号
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
、
四
九
八
―
五

一
二
頁
。
な
お
、
現
存
作
品
と
の
照
合
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
等
身
大
人
形
の
出
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品
者
と
し
て
、
柳
原
伯
爵
家
（
少
女
）、
東
京
女
子
専
門
学
校
（
日
本
令
嬢
）、
文

部
省
（
十
二
単
衣
正
装
ほ
か
）
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
川
村
精
治
「
羅
馬
布
教

博
覧
会
に
就
て
」『
補
習
教
育
』
二
三
号
、
実
業
補
習
教
育
研
究
会
、
一
九
二
五
年
、

四
九
頁
。

（
12
） 　

現
在
は
、
自
然
・
人
類
博
物
館
（M

useum
 N

atur und M
ensch

）
の
名

称
。
購
入
記
録
は
、
二
〇
〇
四
年
の
「
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
」
展
の
準
備
期
間

中
、
当
時
の
エ
ヴ
ァ
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
館
長
よ
り
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
古
文
書
館
で

の
調
査
成
果
を
提
供
し
て
頂
い
た
。
前
掲
論
文
（
註
１
）｢

生
人
形
と
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム｣

を
参
照
。Brief Ficke an Gruber vom

 30.04.1909 aus Y
okoham

a 

（Stadtarchiv Freiburg, D
. Sm

 6/1

）.

　
　
　

な
お
、
本
作
は
注
文
品
で
は
な
く
、
店
頭
で
二
体
の
踊
り
娘
が
並
べ
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
ケ
が
同
時
に
購
入
し
た
作
者
不
明
の
人
力
車
夫
は
、
ほ

ぼ
裸
体
の
全
身
像
で
八
五
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
着
衣
で
肌
の
表
現
が
わ
ず
か
で

労
力
も
少
な
い
踊
り
娘
が
九
〇
円
は
高
価
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
13
） 　

収
蔵
経
緯
は
前
掲
論
文
（
註
１
）｢

生
人
形
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム｣

を
参
照
。
現
在
、

ザ
ク
セ
ン
州
立
民
族
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ド
レ
ス
デ
ン
民
族
学
博
物
館
が
六
体
の

人
形
を
所
蔵
。
小
学
生
男
女
の
作
品
に
つ
い
て
「
人
形
は
安
本
亀
八
氏
の
製
作
に

し
て
衣
服
其
他
一
切
の
装
飾
は
当
店
の
製
作
に
か
ゝ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
み

つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
９
（
３
）、
一
九
一
一
年
三
月
、
口
絵
一
頁
。『
三
越
』
１

（
１
）
に
も
同
記
事
掲
載
。

　
　
　

家
族
の
人
形
四
体
も
、
出
品
状
況
、
現
地
調
査
で
確
認
し
た
制
作
技
法
や
造
形

表
現
を
ふ
ま
え
る
と
、
三
代
目
安
本
亀
八
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
三
越
呉

服
店
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
関
連
の
記
事
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「
当
店
亦
日
本
風
俗
人
形
を
出
品
し
、
東
京
市
の
需
め
に
応
じ
て
は
日
本
小
学

児
童
の
人
形
を
も
製
作
し
て
出
品
し
た
る
事
は
、
其
都
度
読
者
諸
君
に
報
道
な
し

置
き
た
る
が
、（
後
略
）」『
三
越
』
１
（
５
）、
一
九
一
一
年
七
月
、
八
頁
。

　
　
　

な
お
、
現
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
軍
人
の
像
も
制
作
さ
れ
た
。「
独
逸
ド

レ
ス
デ
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
出
品
の
一
た
る
三
代
目
安
本
亀
八
作
負
傷
兵
治
療
中

の
衛
生
隊
、
並
に
看
護
長
、
軍
医
、
看
護
卒
等
の
人
形
を
陳
列
し
、
各
宮
殿
下
の

御
台
臨
、
陸
海
軍
人
及
び
招
待
者
の
観
覧
あ
る
筈
」
読
売
新
聞
、
明
治
四
四
年
一

月
六
日
、
七
日
。
そ
の
一
部
と
思
わ
れ
る
軍
服
姿
の
等
身
大
の
人
形
五
体
が
、
博

覧
会
の
記
録
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。V

erzeich
n

is d
er von

 d
er K

aiserlich
 

J
apan

. R
egieru

n
g au

sgestellten
 G

egen
stän

d
e. G

ru
ppe J

2

：M
arin

e, 
Internationale H

ygiene A
usstellung D

resden, 1911, 

口
絵
写
真
。

（
14
） 　

オ
リ
ー
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ン
ド
（
杉
山
忠
平
、
玉
置
紀
夫
訳
）『
明
治
日
本
と
イ

ギ
リ
ス
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
一
七
九
頁
。

（
15
） 　

ほ
か
に
一
八
九
二
年
一
月
一
七
日
に
英
国
日
本
人
会
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
府
に
設
立

さ
れ
た
。
読
売
新
聞
朝
刊
、
一
八
九
二
年
三
月
二
一
日
。

（
16
） 　

Ａ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
社
は
、
一
九
〇
〇
―
一
九
一
二
年
の
間

に
、
日
本
か
ら
二
一
隻
の
造
船
の
注
文
を
受
け
た
。
前
掲
書
（
註
14
）
チ
ェ
ッ
ク
ラ

ン
ド
、
二
三
〇
頁
。

（
17
） 　

一
九
〇
〇
年
度
の
年
鑑
で
、
民
族
学
部
門
の
新
規
収
蔵
作
品
と
し
て
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
“Tw

o life-size Figures of Japanese M
an and W

om
en 

in native costum
e of printed cotton. Presented by Captain T

aylor, 
Carbeth Catheart.

” Corporation of Glasgow
 

（Parks D
epartm

ent

）, 
M

useum
s and Galleries., R

eport for th
e Y

ear 1900, Glasgow
: Robert 

A
nderson, p. 9. 

（
18
） 　

こ
の
四
八
人
の
名
字
一
覧
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
で
残
さ
れ
て
い
る
。
寄
進

者
と
し
て
、
松
本
氏
、
江
崎
博
士
、
須
田
博
士
、
桂
中
尉
、
吉
原
中
尉
、
横
山
中

尉
、
岩
佐
中
佐
、
竹
崎
中
佐
な
ど
。
一
部
の
み
特
定
で
き
た
が
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に

関
係
し
た
人
物
が
複
数
含
ま
れ
て
い
た
。
博
物
館
所
蔵
資
料
。

（
19
） 　C

orporation of G
lasgow

 

（Parks D
epartm

ent

）, M
useum

s and 
Galleries., R

eport for th
e Y

ear 1915, Glasgow
: Robert A

nderson, p.6, 
p.13.

（
20
） 　

松
村
は
、N

. M
atsum

ura

と
記
さ
れ
て
お
り
、
米
井
商
会
の
松
村
昇
と
思
わ
れ

る
。
一
九
一
〇
年
三
月
よ
り
一
九
一
三
年
ま
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン

社
に
て
貿
易
実
務
研
修
を
し
て
い
た
。『
ヨ
ネ
イ
一
〇
〇
年
史
：
人
が
拓
く
人
が
創

る
』
ヨ
ネ
イ
社
史
編
纂
室
、
一
九
九
七
年
。

（
21
） 　

一
九
一
六
年
六
月
六
日
付
、
松
村
よ
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
社
気

付
、
ス
コ
ッ
ト
・
ヤ
ン
ガ
ー
宛
て
の
書
簡
の
写
し
、
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ブ
博
物

館
資
料
。

（
22
） 　

月
岡
如
雲
「
現
代
名
人
伝　

人
形
師
安
本
亀
八
翁
」『
朝
日
』
九
月
号
、
出
版
年
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不
明
（
一
九
二
九
―
三
二
年
頃
）、
博
文
館
、
一
六
九
―
一
七
〇
頁
。

（
23
） 　

二
〇
一
五
年
の
現
地
調
査
の
際
は
、
人
形
は
着
衣
の
ま
ま
で
観
察
し
た
。
座
布

団
は
幅
七
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
九
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（
24
） 　

当
時
の
作
品
紹
介
パ
ネ
ル
に
は
「
こ
の
乗
物
を
担
ぐ
二
人
の
人
物
像
は
一
九
一

三
年
に
博
物
館
のT

.A
. M

ills

が
制
作
し
た
も
の
、
着
物
は
一
九
一
四
年M

iki&
Co.

に
よ
る
寄
贈
」
と
記
載
。
こ
の
像
二
体
も
現
存
す
る
が
、
衣
装
は
渋
沢
寄
贈
の
も

の
で
あ
る
。

（
25
） 　

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料　

三
三
巻
』、
渋
沢
栄
一
伝

記
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年
、
四
〇
頁
。
渋
沢
栄
一
の
日
記
の
大
正
四
年
一
一

月
二
五
日
の
項
目
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
午
前
十
時
半
ヨ
リ
当
市
ノ

カ
ー
ネ
ギ
ー
美
術
館
及
博
物
館
ヲ
一
覧
ス
、
館
員
案
内
シ
テ
周
密
ニ
説
明
セ
ラ
ル
」

（
26
） 　

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料　

三
三
巻
』、
渋
沢
栄
一
伝

記
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年
、
二
五
九
頁
。
初
出
『
竜
門
雑
誌
』
第
四
一
四
号
、

大
正
一
一
年
一
一
月
、
二
八
―
三
二
頁
。
青
淵
先
生
渡
米
紀
行
（
五
）
の
う
ち
一
一

月
一
九
日
（
土
曜
日
）、
随
行
員
増
田
明
六
に
よ
る
記
録
。
な
お
引
用
は
、
作
品
寄

贈
の
陳
列
式
の
演
説
内
容
の
う
ち
、
見
学
当
時
を
回
想
し
た
部
分
。

（
27
） 　

一
九
一
七
年
二
月
七
日
付
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
長
ホ
ー
ラ
ン
ド
（W

. J. 
H

olland

）
よ
り
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
イ
ン
ツ
宛
て
書
簡
の
控
え
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館

資
料
。
筆
者
訳
。
一
九
二
七
年
の
年
報
で
は
、
ハ
イ
ン
ツ
寄
贈
の
乗
物
を
紹
介
す

る
写
真
で
、
古
い
衣
装
の
駕
籠
か
き
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。B

u
lletin

 of 

th
e C

arn
egie In

stitu
te, V

ol.1,　

N
um

ber 3, 1927.　

な
お
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物

館
資
料
で
は
、kago, palanquin 

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
乗
物
」
の

語
を
用
い
た
。

（
28
） 　

一
九
一
七
年
二
月
九
日
付
、
ハ
イ
ン
ツ
の
秘
書
よ
り
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
長
ホ
ー

ラ
ン
ド
宛
て
書
簡
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。

（
29
） 　

衣
装
の
交
換
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
註
27
、
30
、
31
。

（
30
） 　

一
九
二
一
年
四
月
三
〇
日
付
、
Ｈ
よ
り
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
長
ホ
ー
ラ
ン
ド
宛

て
書
簡
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。
筆
者
訳
。
こ
こ
で
の
Ｈ
と
は
、
渋
沢
秀
雄

と
推
定
さ
れ
る
。
渋
沢
秀
雄
は
一
九
一
九
年
に
訪
米
し
た
。

（
31
） 　

一
九
二
一
年
七
月
二
二
日
付
、
渋
沢
栄
一
よ
り
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
長
ホ
ー
ラ

ン
ド
宛
て
書
簡
の
写
し
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。
筆
者
訳
。
原
本
は
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
の
税
関
フ
ァ
イ
ル
。

（
32
） 　

一
九
二
一
年
八
月
一
二
日
付
、
渋
沢
栄
一
よ
り
博
物
館
長
ホ
ー
ラ
ン
ド
宛
て
書

簡
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。

（
33
） 　

渋
沢
は
開
梱
に
つ
い
て
も
指
示
し
た
。「
人
形
を
正
し
く
設
置
す
る
た
め
に
は
、

非
常
に
注
意
深
い
取
扱
い
が
必
要
で
す
の
で
、
田
中
じ
ろ
う
氏
に
、
私
の
紹
介
状

を
持
っ
て
貴
方
の
と
こ
ろ
へ
行
く
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。
彼
は
第
一
銀
行
の
東

京
支
店
の
副
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
こ
の
件
に
最
初
か
ら
携
わ
り
、
人
形
の
ポ
ー
ズ

の
確
認
の
た
め
に
出
発
前
に
私
の
家
へ
来
ま
す
。」
一
九
二
一
年
七
月
二
二
日
付
、

渋
沢
栄
一
よ
り
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
長
ホ
ー
ラ
ン
ド
宛
て
書
簡
の
写
し
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
博
物
館
資
料
。
作
品
到
着
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
四
日

付
、
博
物
館
長
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
田
中
じ
ろ
う
宛
書
簡
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物

館
資
料
。

（
34
） 　

一
九
二
一
年
一
〇
月
一
三
日
付
、
田
中
じ
ろ
う
よ
り
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
宛
て

書
簡
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。

（
35
） 　

一
九
二
一
年
一
〇
月
一
四
日
付
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
長
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
輸
入
商
付
で
田
中
じ
ろ
う
宛
て
書
簡
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。

（
36
） 　

“Nipponese Financier gives M
useum

 Figure of Lady of Feudal 
Era,

” T
h

e G
azette T

im
es, Pittsburgh, Pennsylvania, Sun, N

ov. 20, 1921, 
p.37.　

記
事
で
はK

am
ehachi Y

asum
ato

と
誤
記
。
他
の
掲
載
記
事
は
以
下
を

参
照
。T

h
e G

azette T
im

es, Pittsburgh, Pennsylvania, N
ov. 19, 1921, p. 

8. ; T
h

e P
ittsbu

rg P
ost, Pittsburgh, Pennsylvania, N

ov. 20, 1921, p. 7. ; 
P

ittsbu
rgh

 D
aily P

ost, Pittsburgh, Pennsylvania, N
ov. 19, 1921, p. 3.

（
37
） 　Carnegie Institute Pittsburgh, 

“An
n

u
a

l R
ep

orts of th
e O

fficers, 

C
om

m
ittees an

d
 D

epartm
en

t of T
h

e C
arn

egie In
stitu

te for th
e F

iscal 

Y
ear E

n
d

in
g J

u
n

e 30, 1922, 1921– 1922,

” 1922, pp. 91-92. 

こ
の
二
点
の

作
品
の
概
要
、
登
録
番
号
は
、
同
一
二
六
頁
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な

お
安
本
亀
八
の
誤
記
は
原
文
マ
マ
。Shibusaw

a, V
iscount, 2  K

abutocho, 
N

ihonbashi, T
okyo, Japan. Figure of a Japanese lady, the w

ife of a 
feudal lord, in costum

e. M
ade by K

am
ekachi Y

asum
ato. N

ov. 2, 1921. 

（6729
）, Painting representing procession accom

panying the w
ife of 

a Japanese D
aim

io upon a visit to her father, a Shogun. N
ov. 2, 1921. 
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（6730

）

（
38
） 　

こ
の
女
性
像
が
乗
物
外
に
展
示
さ
れ
て
い
た
状
況
は
次
の
記
事
に
掲
載
。

“Blood
'll tell says L

ittle J
ap L

ad
y as sh

e gets proper place

”一
九
二
三

年
の
二
月
九
日
頃
の
新
聞
の
切
抜
記
事
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
博
物
館
資
料
。
こ
の
乗
物

に
の
る
女
性
の
掲
載
写
真
にPhoto by Sun Staff Photographer

と
表
記
さ
れ
、

文
中
に
サ
ン
の
報
道
を
契
機
に
駕
籠
内
に
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
サ
ン
新
聞
と
思
わ
れ
る
。

（
39
） 　

江
戸
記
念
博
覧
会
編
『
江
戸
記
念
博
覧
会
案
内
』、
一
九
一
五
年
、
扉
口
絵
、
三

―
二
三
頁
。

（
40
） 　

前
掲
書
（
註
３
）「
市
俄
古
の
博
物
館
」
で
は
な
く
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
博
物
館
の
作
品
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
41
） 　

現
存
す
る
写
真
は
六
枚
で
、
人
形
を
多
方
向
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

稿
で
は
そ
の
う
ち
二
枚
を
掲
載
。
こ
の
写
真
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
る
封
筒
に

は
、「
飛
鳥
山　

御
□　

人
形
写
真
七
枚
」
と
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
渋
沢
の
居
宅

の
「
飛
鳥
山
」
と
の
繋
が
り
か
ら
、
渋
沢
か
ら
送
付
さ
れ
た
写
真
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
） 　

相
原
鐵
雄
「
活
人
形
製
作
界
の
第
一
人
者　

安
本
亀
八
氏
奮
闘
録
」『
実
業
之
日

本
』
第
三
八
巻
第
一
四
号
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
七
月
一
五
日
号
、
八
〇

―
八
一
頁
。
こ
こ
で
は
「
明
治
四
十
年
の
あ
る
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し

く
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
で
あ
ろ
う
。
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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